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市
民
の
医
療
の
と
り
で
と
し
て
、
常
に
身
近
な
診
療
所
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
、
医
療
体
制
の
強
化
を
進
め
る
地
域
の
中
核
病
院
。
そ
の
中
で
も
中
心
的
役

割
を
担
う
秦
野
赤
十
字
病
院
か
ら
、
秦
野
の
医
療
の「
今
」を
紹
介
す
る
。

　
秦
野
赤
十
字
病
院
で
は
、
小
児
科
や
脳

神
経
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師
を
増
員

し
た
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
新
た
に

救
急
科
や
皮
膚
科
に
常
勤
医
師
を
配
置
。

現
在
29
の
診
療
科
な
ど
に
お
い
て
幅
広
く

質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
特
に
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て

大
き
く
変
わ
っ
た
の
が「
救
急
医
療
体
制
」

だ
。

　
市
内
で
は
、
二
次
救
急
医
療
施
設
と
し

て
、
秦
野
赤
十
字
病
院
と
同
じ
く
、
24
時

間
体
制
で
手
術
が
で
き
る
設
備
を
備
え
た

神
奈
川
病
院
と
八
木
病
院
の
3
病
院
が
、

輪
番
で
平
日
夜
間
や
休
日
の
救
急
搬
送
を

受
け
入
れ
て
い
る
。

　
重
症
患
者
の
救
急
要
請
に
対
し
、
消
防

の
救
急
隊
と
共
に
医
師
が
同
乗
す
る
救
急

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
3
面
に
掲
載
）を

実
施
す
る
秦
野
赤
十
字
病
院
の
救
急
科
で

は
、
今
年
關
知
子
部
長（
左
写
真
）が
赴
任

し
た
こ
と
で
、
月
〜
木
曜
日
は
常
勤
医
師

と
非
常
勤
医
師
の
2
人
体
制
と
な
っ
た
。

救
急
患
者
の
受
け
入
れ
中
で
も
新
た
な
出

動
要
請
を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整
っ
た
こ

充
実
す
る
医
療
体
制

断
ら
な
い
救
急
医
療
を
目
指
し
て
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秦野市の救急医療体制

三次救急

緊急性

東海大学医学部
付属病院

二次救急
秦野赤十字病院、
神奈川病院、
八木病院

一次救急
市休日夜間急患
診療所

重篤な疾患や多発
外傷の患者に対す
る高度・専門的な
医療を提供

入院や手術を必要
とする、症状の重
い患者に対する医
療を提供

入院治療の必要が
なく、症状が軽い
帰宅可能な患者に
対応

高

症状

重

軽 低

と
で
、
今
年
7
月
の
救
急
入
院
と
救
急
外

来
の
総
数
は
、
昨
年
同
月
比
で
約
1.4
倍
と

な
っ
た
。

　

關
部
長
は「
救
急
は
1
分
1
秒
を
争
う

ス
ピ
ー
ド
勝
負
。
初
期
治
療
の
後
、
す
ぐ

に
各
診
療
科
や
場
合
に
よ
っ
て
は
他
病
院

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
連
携
を
密
に
し

て
い
ま
す
」と
頼
も
し
い
表
情
で
話
す
。

　

ま
た
、
小
児
医
療
の
充
実
が
図
ら
れ

た
こ
と
は
、
小
児
二
次
救
急
医
療
の
受
け

入
れ
に
も
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
ま
で
伊
勢

原
協
同
病
院
で
し
か
受
け
入
れ
が
で
き
な

か
っ
た
小
児
二
次
救
急
。
昨
年
か
ら
は
小

児
科
医
師
の
対
応
可
能
な
曜
日
に
限
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
秦
野
赤
十
字
病
院
で
も

受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小

児
二
次
救
急
の
今
年
4
〜
6
月
に
受
け
た

救
急
外
来
や
救
急
搬
送
の
総
数
は
、
昨
年

迅速で的確な初期治療を

「入院時に親御さんも付き添えるのは当院の強み」
と話す小児科小池秀樹部長

の
同
時
期
は
18
件

だ
っ
た
の
に
対
し
、

約
6
倍
の
１
０
５

件
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
小
児
救

急
専
用
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
設
け
、

救
急
隊
か
ら
の
連

絡
に
基
づ
く
、
迅

速
な
治
療
を
行
う

万
全
な
体
制
も
整

え
た
。

　
「
子
供
は
急
に

具
合
が
悪
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

迷
わ
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
」と
小

池
部
長
は
優
し
く

話
す
。

　
医
師
増
員
に
よ

り
目
に
見
え
る
変
化
が
表
れ
て
い
る
秦
野

赤
十
字
病
院
。「
断
ら
な
い
救
急
医
療
」を

目
指
す
と
い
う
同
院
の
今
後
に
、
期
待
が

膨
ら
む
。

　

秦
野
市
の
二
次
救
急
医
療
を
支
え
る
三
つ
の
病
院
。
診
療

体
制
の
強
化
が
進
む
秦
野
赤
十
字
病
院
と
共
に
、
神
奈
川
病

院
と
八
木
病
院
の
先
端
医
療
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

市
と
の
連
携
で
強
ま
る
医
療

　
「
市
民
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
病
院
づ
く

り
が
、
よ
う
や
く
実
を
結
び
始
め
ま
し
た

よ
」と
笑
顔
で
話
す
の
は
田
中
克
明
院
長
。

か
ね
て
か
ら
地
域
医
療
を
け
ん
引
す
る
と

い
う
使
命
感
を
も
っ
て
病
院
運
営
に
取
り

秦
野
赤
十
字
病
院

神
奈
川
病
院

八
木
病
院

組
ん
で
き
た
。

　
小
児
科
に
お
い
て
、
生
後
１
か
月
以
上

の
乳
幼
児
の
入
院
も
可
能
と
な
っ
た
今
年
、

皮
膚
科
で
は
、こ
れ
ま
で
市
内
に
は
な
か
っ

た
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
も
始
ま
っ
た
。

「
患
者
さ
ん
が
市
内
で
安
心
し
て
治
療
に

専
念
で
き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
」

と
、
医
師
が
増
え
た
こ
と
に
伴
う
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
力
を
込
め
て
話
す
。

　
こ
う
し
た
環
境
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

の
が「
市
と
の
連
携
」と
田
中
院
長
は
言

う
。「
財
政
的
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
東
海
大

学
医
学
部
の
救
命
救
急
科
や
小
児
科
の
医

師
派
遣
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は

救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま
し

た
」と
話
す
田
中
院
長
は
、
診
療
所
な
ど

他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
や
役
割
分
担

で
、
今
後
さ
ら
に
市
や
東
海
大
学
医
学
部

付
属
病
院
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
た
い

と
期
待
を
寄
せ
る
。

市
内
医
療
機
関
の
要
と
し
て

　
通
常
診
療
や
救
急
医
療
に
加
え
、
秦
野

赤
十
字
病
院
の
持
つ
大
き
な
役
割
が
災
害

時
の
救
護
業
務
だ
。

　
今
年
11
月
19
日
㈯
、
関
東
１
都
9
県
に

お
け
る
日
本
赤
十
字
社
の
各
支
部
が
一
堂

に
会
し
、
同
院
や
市
内
小
中
学
校
を
会
場

と
し
て
、
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
傷
病

者
な
ど
の
救
護
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
秦
野
赤
十
字

病
院
も
こ
の
訓
練
に
参
加
す
る
。

　

市
内
医
療
機
関
の
要
の
一
つ
と
し
て
、

平
時
で
あ
っ
て
も
災
害
時
で
あ
っ
て
も
、

常
に
市
民
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
田
中

院
長
。
さ
ら
な
る
医
療
の
充
実
の
た
め
、

現
在
は
救
急
診
察
室
に
隣
接
す
る
Ｃ
Ｔ
室

や
、
脳
神
経
外
科
用
の
第
２
血
管
造
影
室

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
「
私
の
残
り
の
任
期
の
1
年
半
。
休
止
中

の
診
療
科
の
再
開
な
ど
、
全
力
で
診
療
体

制
を
整
え
て
い
き
ま
す
」と
話
す
田
中
院
長

の
目
は
力
強
く
、
輝
い
て
い
る
。

　

新
病
棟
の
運
用
が
始

ま
っ
て
1
年
が
経
過
し
た

今
年
3
月
、
最
新
技
術
が

搭
載
さ
れ
た
高
機
能
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
機
器「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
1.5

テ
ス
ラ
」を
導
入
。
従
来

の
機
種
で
は
撮
影
で
き
な

か
っ
た
脳
静
脈
の
細
か
な

出
血
や
脳
の
血
流
、
脊
椎

の
骨
皮
質
な
ど
を
詳
細
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

血
管
検
査
で
は
、
血
管
を

見
や
す
く
す
る
造
影
剤
を
使
用
せ
ず
に
撮
影
で
き
る
た
め
、
体

へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
。

　
効
果
的
な
治
療
や
救
急
医
療
の
現
場
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
。

　
整
形
外
科
で
の
積
極
的
な
診
療
に
取
り
組
み
、
最
新
機
器
に

よ
る
治
療
に
力
を
入
れ
て
い
る
。「
対
外
衝
撃
波
疼
痛
治
療
装

置
」は
、
神
経
障
害
な
ど
の
治
り
に
く
い
痛
み
に
対
す
る
新
し

い
治
療
法
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
中
心
に
、
多
く
の
患
者
が
治
療

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
で
は
入
院
や
手
術
が
必
要
だ
っ

た
難
治
性
の
凍
結
肩
や
変
形
性
関
節
症
な
ど
は
、
エ
コ
ー
治
療

の
導
入
に
よ
り
患
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
今
年
か
ら
、
最
新
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
に
よ

る
乳
が
ん
検
診
を
ス
タ
ー
ト
。
微
細
な
石
灰
化
や
小
さ
い
し
こ

り
も
画
像
に
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
早
期
発
見
に

有
効
だ
。
同
院
で
子

宮
頸
が
ん
検
診
も

同
時
受
診
で
き
る

た
め
、
利
便
性
の
向

上
も
図
ら
れ
た
。

高画質で微細に撮影

マンモグラフィー検査用装置

田中 克明 院長




